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News!

News!

でん粉原料用馬鈴しょ優良生産者を表彰
大野克彦さん（JAしれとこ斜里）に全農麦類農産部長賞

全
農
は
6
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
2
回
で
ん
粉
原
料
用
馬
鈴

し
ょ
栽
培
共
励
会
表
彰
式
」で
、
安
定
的
な
単
収
実
績
を
残
し
、
道

内
J
A
平
均
を
大
き
く
け
ん
引
し
て
い
る
J
A
し
れ
と
こ
斜
里（
北

海
道
）の
大
野
克
彦
さ
ん
に
全
農
麦
類
農
産
部
長
賞
を
授
与
し
ま
し

た
。こ
の
表
彰
式
で
は
計
7
組
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
共
励
会（
事
務
局
：
ホ
ク

レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

後
援
：
北
海
道
澱で
ん

粉ぷ
ん

工
業
協

会
、（
公
財
）北
海
道
農
産
基
金

協
会
）は
、
で
ん
粉
原
料
用
馬

鈴
し
ょ
の
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

抵
抗
性
品
種
の
収
量
向
上
・
安

定
栽
培
を
目
指
し
、
模
範
と
な

る
生
産
者
を
表
彰
し
、
そ
の
優

良
技
術
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
表
彰

式
は
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

全
農
麦
類
農
産
部
長
賞
と

な
っ
た
大
野
さ
ん
は
、
畑
作
と

和
牛
肥
育
の
複
合
経
営
の
中
、

安
定
し
た
単
収
確
保
に
努
め
、

自
動
操そ
う
舵だ

装
置
や
ド
ロ
ー
ン
な

ど
を
利
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
斜
里

町
の
I
C
T
推
進
協
議
会
の

構
成
員
と
し
て
そ
の
知
識
を
地

域
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

全
農
は
、
北
海
道
産
馬
鈴

し
ょ
で
ん
粉
の
実
需
者
か
ら
の

生
産
拡
大
の
期
待
に
対
し
、
今

後
も
共
励
会
な
ど
を
通
じ
て
収

量
の
向
上
に
取
り
組
む
生
産
者

を
支
援
し
、
で
ん
粉
の
需
給
の

安
定
に
努
め
ま
す
。

麦類農産部

秋田県JA農業機械大展示会を開催
最新農機などを展示、スマート農業情報も発信 秋田県本部

秋
田
県
本
部
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
秋
田
は
6
月
18
、19
日
の
2
日
間
、

秋
田
県
立
ス
ケ
ー
ト
場
で
第
36
回
秋
田
県
J
A
農
業
機
械
大
展
示

会
を
開
催
し
ま
し
た
。約
30
の
メ
ー
カ
ー
各
社
が
最
新
農
業
機
械
な

ど
約
2
5
0
0
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
自
動
操そ
う

舵だ

機
能

の
付
い
た
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田

植
機
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど

I
C
T
を
活
用
し
た
最
新
の

農
業
機
械
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
実
際
に
試
乗
し
て
体
感
で

き
る
実
演
コ
ー
ナ
ー
や
、
営
農

管
理
シ
ス
テ
ム「
Z-

G
I
S
」

や
R
T
K（
高
精
度
位
置
測
位
）

シ
ス
テ
ム
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
、
省
力
化
・
効
率
化

に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

を
紹
介
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業

情
報
を
発
信
す
る「
稲
作
高

温
・
乾
燥
対
策
講
演
会
」や「
ス

マ
ー
ト
農
業
講
演
会
」を
開
催
。

ス
マ
ー
ト
農
業
情
報
を
活
用
し

た
土
づ
く
り
戦
略
や
、
新
た
な

農
業
・
農
村
と
持
続
可
能
な
食

料
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
テ
ー
マ
に

多
く
の
来
場
者
が
参
加
し
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

秋
田
県
本
部
担
当
者
は「
農

業
生
産
者
が
減
っ
て
い
る
中

で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や

情
報
発
信
に
よ
り
営
農
活
動
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

最新の農業機械を展示

多くの来場者でにぎわう会場

全農麦類農産部長賞を石澤
孝和麦類農産部長から大野
さんへ授与（左）

でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会
出席者
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News!

News!

「91農業」でサクランボ収穫・選別作業支援
JA共済連・企業と連携、生産者の労働力確保の一助に 耕種総合対策部

全
農
は
、「
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
農
的
生
活
を
１
割 

取

り
入
れ
ま
せ
ん
か
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に「
91
農
業
」を
展
開
し
て
い
ま

す
。「
91
農
業
」に
賛
同
し
た
、Ｊ
Ａ
共
済
連
・
㈱
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
と
連
携
し
て
、山
形
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
・
選
別

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
は
J
A
共
済
連
、
㈱

セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
、
本
会
の
役
職
員
13
人
が
参

加
し
、
生
産
者
の
労
働
力
確
保

の
一
助
と
す
る
目
的
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

作
業
当
日
は
早
朝
５
時
か
ら

10
時
ま
で
収
穫
・
選
別
作
業
に

専
念
し
、作
業
後
は
生
産
者
の
圃ほ

場じ
ょ
う

を
巡
回
し
、
選
果
場
や
直
売

所
を
視
察
。参
加
者
か
ら
は「
ま

た
来
年
も
参
加
し
て
作
業
を
手

伝
い
た
い
」と
の
声
が
聞
か
れ

好
評
で
し
た
。

参
加
者
が
農
業
の
生
産
・
調

製
・
販
売（
直
売
）と
、
一
連

の
流
れ
を
視
察
す
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
全
農
は
今

後
も「
91
農
業
」を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
賛
同
し
た
企
業
が

参
加
で
き
る
農
業
支
援
の
場
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
を
収
穫
す
る

日
比
常
務

共
済
連
・
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・
ジ
ャ

パ
ン
、本
会
役
職
員
の
集
合
写
真

約
70
社
の
メ
ー
カ
ー
が
出

展
し
、
生
産
コ
ス
ト
や
環
境
負

荷
の
低
減
を
図
っ
た
資
材
、
労

力
軽
減
・
省
力
化
を
目
指
し

た
最
先
端
の
農
業
機
械
な
ど

2
0
0
点
以
上
を
展
示
・
紹

介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

を
活
用
し
た
栽
培
管
理
支
援
シ

ス
テ
ム「
ザ
ル
ビ
オ
」を
紹
介

し
た
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
や
、
全
農
が
取
り
組
ん
で

い
る
低
価
格
モ
デ
ル
の
共
同
購

入
コ
ン
バ
イ
ン
展
示
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

実
演
会
場
で
は
、
衛
星
情
報

（
R
T
K
基
地
局
）を
利
用
し

た
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
の

自
動
操そ
う

舵だ

実
演
が
行
わ
れ
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
最
先
端
技
術
を

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年

の
高
温
対
策
に
特
化
し
た
新
型

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
展
示

も
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

2
日
間
の
合
計
成

約
金
額
は
、2
0
2
4

年
比
8
%
増
と
な
る
約

5
億
6
4
0
0
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
出
店
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
当
た
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
も
行

わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら

計
２
１
０
０
人
以
上
が

来
場
し
、
会
場
は
大
い

に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

生産資材展示し「ビッグフェア2025」
約70社が最先端の農業機械など200点以上紹介

山
形
県
本
部
は
6
月
7
、
8
日
の
2
日
間
、
三
川
町
に
あ
る
J
A

全
農
山
形
庄
内
農
機
セ
ン
タ
ー
で
J
A
グ
ル
ー
プ
山
形
生
産
資
材

展
示
会「
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア
2
0
2
5
」を
開
催
し
ま
し
た
。

山形県本部

共同購入コンバインについて説明を受ける来場者
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News!

News!

い
ち
ご
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
、「
仙
台
い
ち
ご
」の
生

産
基
盤
拡
大
を
進
め
る
た
め
、

宮
城
県
、山
元
町
、J
A
仙
台
、

㈱
や
ま
も
と
フ
ァ
ー
ム
み
ら
い

野
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
新
規
就
農
者
研
修
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

第
1
期
生
の
2
0
2
4
年
度

研
修
生
は
、
14
カ
月
間
い
ち
ご

の
栽
培
管
理
を
は
じ
め
、
就
農

に
向
け
た
準
備
や
就
農
後
の
農

業
経
営
に
つ
い
て
熱
心
に
学
び

ま
し
た
。

修
了
式
で
は
、
都
築
祐
一
県

本
部
長
が
修
了
証
書
を
授
与

し
、各
関
係
者
か
ら
は
、

第
1
期
生
へ
お
祝
い
・

激
励
の
言
葉
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
第

1
期
生
は
、今
後
新
規

就
農
者
の
道
へ
と
歩
ん

で
い
き
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
6

月
1
日
か
ら
2
0
2
6

年
度
の
研
修
生
募
集

を
開
始
し
ま
し
た
。
今

後
も「
仙
台
い
ち
ご
」

の
生
産
基
盤
拡
大
に

向
け
た
新
規
就
農
者

の
育
成
・
就
農
支
援

を
継
続
的
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。

いちごトレーニングセンターが修了式
第１期生2人が新規就農者に

宮
城
県
本
部
は
5
月
30
日
、い
ち
ご
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
第

1
期
研
修
の
修
了
式
を
開
催
し
ま
し
た
。第
1
期
生
2
人
は
14
カ
月

間
の
研
修
を
修
了
し
、新
規
就
農
者
と
し
て
歩
み
始
め
ま
す
。

宮城県本部

岩手で10年ぶりに少年野球教室
中畑清さんら元プロ野球選手が直接指導 岩手県本部、広報・調査部

全
農
は
６
月
14
日
、
盛
岡
市
の「
き
た
ぎ
ん
ボ
ー
ル
パ
ー
ク（
い

わ
て
盛
岡
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
）」を
会
場
に「
Ｊ
Ａ
全
農
Ｗ
Ｃ
Ｂ
Ｆ
少
年

野
球
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。
同
教
室
は
33
年
目
を
迎
え
る
歴
史

あ
る
教
室
で
、岩
手
県
で
の
開
催
は
10
年
ぶ
り
。

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
中
畑
清

さ
ん
、
緒
方
耕
一
さ
ん（
い
ず

れ
も
巨
人
O
B
）、
里
崎
智
也

さ
ん（
ロ
ッ
テ
O
B
）、五
十
嵐

亮
太
さ
ん（
ヤ
ク
ル
ト
O
B
）

ら
が
講
師
と
な
り
、
約
1
6
0

人
の
子
ど
も
た
ち
に
ピ
ッ
チ
ン

グ
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
指
導
し

ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
者
を
対

象
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
、

保
護
者
に
は
成
長
期
に
お
け
る

栄
養
管
理
の
講
習
会
も
開
催
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
超
一
流
の
講
師
陣
か
ら
野

球
の
理
論
や
技
術
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

ピ
ッ
チ
ン
グ
の
指
導
を

受
け
た
子
ど
も
の
一
人
は

「
腕
の
位
置
を
意
識
し
た

だ
け
で
、
球
を
真
っ
す
ぐ

投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
技
術
向
上
を
実
感

し
た
様
子
で
し
た
。

講
師
陣
に
は
記
念
品
と

し
て「
い
わ
て
牛
」な
ど
を

贈
呈
し
ま
し
た
。全
農
は
、

今
後
も
こ
の
教
室
を
通
じ

て
健
康
で
明
る
い
野
球
少

年
・
少
女
を
育
て
、
子
ど

も
た
ち
の
夢
や
成
長
を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

髙
橋
司
県
本
部
長（
中
央
）と

少
年
野
球
教
室
の
講
師
陣

修了式に出席した第１期生と都築県本部長（前列中央）
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ＪＡ松山市
（愛媛県）

概要 2025年3 月31日現在

正組合員数 　 　 　      7936人
准組合員数　　　　    2万8150人
職員数                     466人
販売品取扱高 　      21億9千万円
購買品取扱高 　      17億2千万円
貯金残高         　　　   3482億円
長期共済保有高          3999億円
主な農畜産物　　　 トマト、ピーマン、
久万高原清流米、伊予柑、興居島レモン、
ソラマメ、シンテッポウユリ、イチゴ、
白ネギ、松山長なす、エダマメ、レタス

楽
し
み
た
い
人
な
ど
全
て
の
農

業
者
に
向
け
た
多
様
な
支
援
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

共
同
販
売
や
産
直
市
へ
の
出

荷
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、
野

菜
作
り
の
基
礎
知
識
や
栽
培
技

術
を
学
ん
で
も
ら
う「
農
業
塾
」

を
実
施
。今
年
度
、新
た
に
８
人

が
入
塾
し
、ナ
ス
や
白
ネ
ギ
、レ

タ
ス
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
規
就
農
者
を
増
や
そ
う

と
、2
0
2
3
年
度
に
は
新
規

就
農
者
研
修
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
し
た
。ベ
テ
ラ
ン
の
指
導
員

が
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、栽
培
方

法
や
農
機
の
使
い
方
な
ど
を
教

え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
２
人
が

卒
業
し
就
農
し
ま
し
た
。

新
た
な
作
物
と
し
て
サ
ト
イ

モ
の
産
地
化
を
目
指
し
て
お
り
、

農
業
者
の
労
力
と
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
、営
農
職
員
が
サ
ト
イ
モ

れ
て
い
る「
松
山
長
な
す
」や「
松

山
一
寸
そ
ら
ま
め
」を
は
じ
め
と

す
る
野
菜
や
花
き
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。島
し
ょ
部
で
は
温
州
ミ

カ
ン
や「
興ご

居ご

島し
ま

レ
モ
ン
」、
中

山
間
部
で
は
、夏
で
も
冷
涼
な
気

候
を
生
か
し「
久
万
高
原
清
流

米
」や
夏
秋
ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン

な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

専
業
・
兼
業
・
小
規
模
向
け

専
業
・
兼
業
・
小
規
模
向
け

多
様
な
支
援
を
展
開

多
様
な
支
援
を
展
開

J
A
は
、
農
業
を
専
業
に
す

る
人
、兼
業
す
る
人
、小
規
模
で

地
域
に
根
ざ
し
た
農
林
業

地
域
に
根
ざ
し
た
農
林
業

多
彩
な
農
産
物
を
栽
培

多
彩
な
農
産
物
を
栽
培

愛
媛
県
の
J
A
松
山
市
は
、

道
後
温
泉
で
も
有
名
な
県
都
の

松
山
市
や
農
業
が
盛
ん
な
東
温

市
、松
前
町
、標
高
5
0
0
㍍
を

超
え
る
農
林
業
の
産
地
で
あ
る

久
万
高
原
町
で
、多
彩
な
農
産
物

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

平
野
部
で
は
、「
ま
つ
や
ま
農

林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
」に
認
定
さ

用
マ
ル
チ
ャ
ー
を
使
い
畝
立
て

か
ら
マ
ル
チ
張
り
、肥
料
散
布
ま

で
の
一
連
の
作
業
を
請
け
負
う

支
援
や
、サ
ト
イ
モ
移
植
機
や
掘

り
取
り
機
、肥
料
散
布
機
な
ど
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
農
家
の「
農
の
匠
」

ベ
テ
ラ
ン
農
家
の「
農
の
匠
」

技
術
や
知
識
を
次
世
代
へ

技
術
や
知
識
を
次
世
代
へ

ベ
テ
ラ
ン
農
家
が
栽
培
経
験

の
浅
い
生
産
者
を
対
象
に
技
術

や
知
識
を
伝
え
る「
農
の
匠た
く
み」を

実
施
し
て
い
ま
す
。ナ
ス
や
ト
マ

ト
、ピ
ー
マ
ン
、レ
タ
ス
な
ど
の

6
部
会
で
取
り

組
ん
で
お
り
、現

地
巡
回
指
導
や

栽
培
講
習
会
な

ど
を
行
い
、栽
培

技
術
を
底
上
げ

す
る
こ
と
で
、収

量
増
加
や
品
質

向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

営
農
指
導
員
の
圃
場
設
け

営
農
指
導
員
の
圃
場
設
け

相
談
で
き
る
体
制
を
強
化

相
談
で
き
る
体
制
を
強
化

今
年
度
か
ら
営
農
指
導
員
専

用
の
圃ほ

場じ
ょ
う

を
設
け
ま
し
た
。指
導

員
が
新
品
種
の
試
験
栽
培
や
、肥

料
・
農
薬
、新
し
い
資
材
の
施
用

試
験
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。近
年
の
異
常
気
象
に
伴
っ
て

増
加
し
て
い
る
病
害
虫
の
発
生

や
作
物
の
異
変
な
ど
の
相
談
に

対
応
で
き
る
体
制
を
築
い
て
い

ま
す
。

高知県愛媛県

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
へ

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
へ

規
模
問
わ
ず
全
て
の
農
業
者
を
支
援

規
模
問
わ
ず
全
て
の
農
業
者
を
支
援

2023 年に「まつやま農林水産物ブラ
ンド」に認定された興居島レモン

「農業塾」で指導員から教わる
塾生

指導員圃場で栽培に取り組
む様子

サトイモのマルチ張りをする
営農指導員

5
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J
A
ズ
ー
ム
イ
ン
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全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

「
食
」の
安
心
は
高
品
質
で
安
全
な
飼
料
・
肥
料
か
ら

43
都
府
県
エ
リ
ア
の
配
合
飼
料
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

Ｊ
Ａ
全
農
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社

Ｊ
Ａ
全
農
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社
は
、２
０
２
４
年
４
月
に
誕
生
し
た
、
国

内
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
配
合
飼
料
メ
ー
カ
ー
で
す
。
東
北
か
ら
北
部
九
州

ま
で
の
43
都
府
県
を
供
給
エ
リ
ア
と
し
、
年
間
４
５
０
万
㌧
超
の
配
合
飼
料
の

製
造
・
販
売
を
は
じ
め
、
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
産

者
に
お
届
け
し
、
日
本
の
畜
産
や
皆
さ
ま
の
食
の
安
心
を
支
え
て
い
ま
す
。

�

【
広
報
・
調
査
部
】

ま
し
た
。

畜
産
用
配
合
飼
料
の
製
造
・
販

売
だ
け
で
な
く
、
養
魚
飼
料
の
製

造
・
販
売
、
動
物
用
医
薬
品
を
は

じ
め
と
し
た
畜
産
用
機
器
・
資
材

の
販
売
、
畜
産
農
場
運
営
、
畜
産

加
工
品
の
製
造
・
販
売
、お
よ
び
耕

畜
連
携
に
か
か
わ
る
肥
料
の
製
造
・

販
売
な
ど
、
畜
産
業
を
支
え
る
幅

広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
全

国
の
畜
産
農
家
に
安
全
・
安
心
で

高
品
質
な
製
品
を
提
供
し
、「
生

産
者
と
共
に
豊
か
な
食
生
活
を
未

来
へつ
な
ぐ
」こ
と
を
経
営
理
念
と

安
全
・
安
心
の
製
品
提
供

豊
か
な
食
生
活
を
未
来
へ

Ｊ
Ａ
全
農
く
み
あ
い
飼
料
株
式

会
社
は
2
0
2
4
年
4
月
1
日
、

Ｊ
Ａ
全
農
グ
ル
ー
プ
の
四
つ
の
飼
料

会
社
（
Ｊ
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ

い
飼
料
㈱
、Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ

い
飼
料
㈱
、Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ
い

飼
料
㈱
、ジ
ェ
イ
エ
イ
北
九
州
く
み

あ
い
飼
料
㈱
）と
、
そ
の
４
社
を
完

全
子
会
社
と
す
る
持
ち
株
会
社
Ｊ

Ａ
全
農
く
み
あ
い
飼
料
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱
の
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ

太田工場 石巻工場

福岡工場 倉敷工場

事業所・工場一覧
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全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

私たちはＪＡグループの一員として、
「くみあい配合飼料」を通じて生産者
のニーズに応えるとともに、環境対応
が求められる畜産・酪農分野におい
てイノベーションをリードし、持続可能
な経営を支えていきます。

従業員一人一人が働きがいを感じ、
成長できる環境を提供すること。そし
て、豊かな食生活と健康を支える畜産
物の生産に貢献することが私たちの
使命です。地域に根ざし、地域社会に
貢献できる仲間と共に、「豊かな食生
活を未来へつなぐ」企業を目指して、こ
れからも努力を続けてまいります。

「飼料」の
プロフェッショナルとして

会社の概要 （2025年4 月1日現在）

本社所在地 東京都千代田区大手町一丁目 3 番 1 号 
ＪＡビル
１． 

２． 

３． 

４．

事業内容
代表取締役社長
遠藤 充史代表者

1263 人従業員数

2024年 4 月設立年月日

https://www.znf.co.jp/

勢
を
持
ち
、
新
た
な
価
値
の
創
造

に
取
り
組
む
企
業
風
土
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
畜
産
業
の
発
展
に
貢
献

し
、
地
域
社
会
と
共
に
成
長
し
続

け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ふ
ん
尿
の
適
正
処
理
で

持
続
可
能
な
畜
産
経
営

私
た
ち
は
全
農
と
と
も
に
、
飼

料
の
消
化
・
吸
収
効
率
を
高
め
、

鶏
ふ
ん
の
発
生
量
を
抑
制
す
る
独

自
の
飼
料
「
U
N
K
シ
リ
ー
ズ
」を

開
発
・
商
品
化
し
ま
し
た
。
同
シ

リ
ー
ズ
は
、
ふ
ん
量
を
20
%
以
上

削
減
す
る
効
果
が
あ
り
、
排
せ
つ

物
処
理
の
負
担
軽
減
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
豚
用
飼
料
の
開

発
も
進
め
て
お
り
、
全
国
展
開
を

推
進
中
で
す
。

畜
産
業
に
お
け
る
環
境
負
荷
の

低
減
、
と
り
わ
け
ふ
ん
尿
の
適
正

処
理
は
重
要
な
課
題
で
す
。
今
後

も
生
産
性
の
向
上
と
環
境
へ
の
配

慮
を
両
立
す
る
飼
料
の
開
発
に
取

り
組
み
、
持
続
可
能
な
畜
産
経
営

の
実
現
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
飼
料
用
米
や
子
実
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
活
用
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
飼
料
用
米
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
と
同
等
の
栄
養
価
を
持
ち
、
主

に
鶏
や
豚
の
飼
料
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
生
産
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
全
農
や

地
域
の
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
大
規
模

な
実
証
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
主

代表取締役社長 
遠藤 充史 氏

公式ホームページはこちら

食
用
米
の
需
給
調
整
や
食
料
自
給

率
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
が
連
携
す

る
循
環
型
農
業
の
推
進
を
目
指
し

て
い
ま
す
。飼料の製造および販売、肥料の製

造・販売
家畜・家

か

禽
きん

類の飼育・生産、農畜産
物の生産に関する研究
農畜産物の加工・販売・家畜の取引、
畜産用機器・資材の販売
動物用医薬品の販売、倉庫業、家
畜の診療など

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
、
全
国
規
模
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
業
界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア

を
生
か
し
、
生
産
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
社
員
一
人
一
人
が
挑
戦
す
る
姿
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正直やまぐち

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

「やまぐち和牛 燦（きらめき）」 
薄切り詰合せ 約500g
・・・12130円（税込み）

　長野県産の素材を生かした地域色豊かな商品として、「アスパラピラフおむ
すび」「回鍋肉弁当」など６品を共同開発しました。販売開始に先立ち、7月1
日に関係者が長野県庁を訪問し、阿部守一知事に開発商品を報告しました。
　対象商品の試食も行われ、「信州産アスパラガスの味がしっかりと生きて
いる」「キャベツのシャキシャキとした鮮度感ある食感で夏の暑い時期に最
適」などの評価をいただきました。
　今後も資本業務提携に基づき、国産農畜産物を活用した商品を通じて、
その魅力発信と販売拡大に取り組んでいきます。

生協ひろしま役職員と田植え
除草や防除も体験へ

「協働の米づくり活動」スタート

全農はファミリーマートと連携し、長野県産素材にこだわった6商品を共同
開発し、7月1日から長野・山梨県内のファミリーマート約340店で順次販売
を開始しました。 【営業開発部・長野県本部】

広島県本部は生協ひろしまと６月６日に「協働の米づくり活動」として、「あきろまん」を定植しました。今回の取り組みは、
「国際協同組合年」にあたる今年、持続可能な農業と食料供給に貢献していくことを目指しています。 【広島県本部】

　「やまぐち和牛 燦（きらめき）」は、山口県産和牛に対する需
要拡大を図るため、一定の定義を満たした県産和牛に付与す
るブランドとして、「山口県産和牛ブランド推進協議会」が
2020年に新たに創設したブランドです。
　山口県産和牛は、和牛のオリンピックと言われる「全国和牛
能力共進会」で全国３位に入賞するなど、全国的にもその品
質の高さが評価されています。
　「燦（きらめき）」というネーミングには、「山口県産和牛が全国
できらめく存在になってほしい」という願いが込められています。
　高い品質のものだけがその名を名乗ることができる「やまぐ
ち和牛 燦（きらめき）」をぜひご賞味ください。

※店舗によって取り扱いのない場合があります　※牛乳パン・レタスミックスは販売エリアが異なります

「協働の米づくり活動」に意気込む広島県本部と
生協ひろしまの役職員

ファミリーマートと共同開発
長野・山梨約340店で販売

商品を持つ関係者（左：根津彰長野県副本部長、左から２
人目：長谷川孝治本部長、同３人目：阿部県知事、右：全農
の戸井和久チーフオフィサー）

商品を試食する
阿部県知事

「信州の味」ポスター

ホイコーロー

　生協ひろしま役職員ら約30人が田植機での作業、動力
散布機での施肥などを行いました。今後は、畦畔の除草
作業や出穂前の防除、収穫作業などを行う予定です。
　生協ひろしまの宗本干城理事長は「全農ひろしまと協
力して地域課題の解決につなげたい」と今後の展望を語

りました。
　安藤重孝県本部長は「産地から食卓までつながること
で持続可能な農業と食料の安定供給に向け、消費者の理
解を促すために、重要な活動としたい」と期待を込めま
した。

　生協ひろしま役職員ら約30人が田植機での作業、動力
散布機での施肥などを行いました。今後は、畦畔の除草
作業や出穂前の防除、収穫作業などを行う予定です。
　生協ひろしまの宗本干城理事長は「全農ひろしまと協
力して地域課題の解決につなげたい」と今後の展望を語

りました。
　安藤重孝県本部長は「産地から食卓までつながること
で持続可能な農業と食料の安定供給に向け、消費者の理
解を促すために、重要な活動としたい」と期待を込めま
した。

発行／全国農業協同組合連合会 2025年（令和7年）7月14日発行（毎週月曜日発行）
第3511号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100ー6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の公式
 Xはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50 ～ 16：00（放送時間はFM局で異なります）
農業に携わる人たちの、農畜産物や生産現場・新技術への想いを
伝えます。

88


